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もう5 ,  6 年も前になると思うが, いくつかのカ
ミキリについて 「それほど珍品でもなくて, 中部と
束北の両地方に分布するのに, どうして関束で採れ
ないんだろう」 と露木繁雄氏と話し合ったことがあ
る。 時間がなくて充分な資料を集めることはできな
かったが, 同好者に注意を促す意味から , ここにそ
うしたカミキリの存在を iiき留めておくことにする。
関東地方はその大部分が歴史の新しい冲積層 ( 関
束平野) で占められ, しかも東と南は海に面する一
方, 北と西の多くは山地となってカミキリの分布拡
大に多少とも障害を与えているように見える。 この
ことは, 関束地方が他に対する行政区分の意味あい
だけではなく, 」是虫の分布を考えるうえでも好都合
な自然区分と把えて差支えなかろう。 したがって関
東地方における分布の有無を論ずることは, その種
の分布相の認識に充分な手掛りを与えてくれるもの
と考えられる。
三国山脈によって明瞭に表日本気候と要日本気候
とに分けられるように, 要日本型の分布を示す種類
は関束地方においては分布が局限されるか, あるい
はまったく記録されていない場合がある。 この典型
としてミワヒメハナカミキリ Pidonta mtωal (MA-
TSUSHITA) 〔ただし群馬県北部にも分布〕 が知られ
る (KuBoKI, 1977) が, 採集例が少なくてはっき
りしないもののサドチビアメイロカミキリ 0brium
faPomc g PIC およびヒケ'ナカ'アメ イ ロカ ミキリ
0br ium1ongicorne BATES (図1 ), そしてチャイロ
チビヒラタカミキ、) Phymatodes( Phymatode11us)
t;andyke1 GREssl T T もこの分布型と考えてよいだ
ろう。 さらに, 興日本型の延長として大陸にも分布
する種の代表にキモンハナカミキリ  LePtura duo-
deczmguttata FABRlclus 〔ただし東京都奥多摩にも
分布〕とムモンペーカミキリ Amarystus sangutn1-
Pe'mls (BLEssIG) (図2 ) があり,  これらは周日
本海要素の重要な因子と言いうる。 ケブカヒラタカ
ミキリ Mothorhina punctata (FABRIclus) もこの
パターンと思われるが, それにしては国外での分布
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状態が気に入らない。
上にあげた種は, 現在まで関東地方から未発見で
あっても, いずれ調査が進めば辺縁部などで採集さ
れる可能性が高いものばかりである。 ところが, 以
下に記す7 種は, 将来も関東地方から発見される可
能性が低いと予想されるものが多い。
イガブチヒケ'ハナカミキリ Anop1odera (Corym-

bia) igai (TAMANuK1) : 九州と四国の山地,  紀伊
山地, 中部山岳, 富士山, 三ツ峠, それに東北方面
では飯豊山と岩手県下から採集されている(図3 )。
実は関東地方でも斎藤良夫(1962) による秩父白岩山
の記録があるのだが, これは, 1) 写真の 個体を見
る限りでは (不鮮明なため断定できないが) 前胸の
形, 上翅の点刻の具合などむしろブチヒケ'ハナカミ
キリに近く , 2)同リスト中にはブチヒケ'ハナカミキ
リの記録がない (奥秩父には普通に分布するにもか
かわらず) ことから同定に疑間があり, ここではい
ちおう除外して扱っておく。
タケウチホソハナカミキリStrangalia (Sulcato-

st rangal ia) takeuch i t M ATSUSHITA e t TAMA-
NuKl : 九州, 四国, 紀伊山地, 三河段戸山, 南アル
プス, 北アルプス, 松本市扉温泉, 富士山, それに
東北地方からはいわき市のみから見つかっている。
北海道にも産するが, 本州産とは少々 違いがある。
クロサワヒメ コバネカ ミキリ pama sepfemtn'o-

nat is HAYAsHI : 原亜種が四国山地, 島根県,  紀
伊山地, 長野県平岩, それに東北地方では福島県南
会津部下郷町 (旭田村) と館岩村湯の花のみから得
られている。 美大島には別亜種 subsp. s1zlOafa1
HAYAsHI を産するという。
カェデヒケ'ナガコパネカミキリ  Mo1orchus (Li-

nomlus) ishtharai OHBAYAsHI : 宮崎県北部山地,
四国山地, 中国地方全県に分布し, 近幾地方を飛ば
して束海地方の低山帶に広く産し, さらに長野県下
や佐渡に局地的に分布する。 東北地方からは福島県
桧枝岐と会津地方のみから発見され. 北海道と利尻
島にも分布する (図4 )。
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クビアカ ト ラ カ ミ キ リ Xyfot「eC/MS 「 gfli t
BATES:屋久島, 対馬, 九州, 四国, 中国地方と広
く分布し, 兵庫, 和歌山, 福井, 富山県下, 南アル
ブス一帯, 佐渡, それに束北地方では福島県北部山
地, 山形県下, 岩手県陸中, 十和田などから採集さ
れ, 北海道からも記録がある。国外では朝鮮, 中国,
樺太から知られる (図5 )。
フタスジゴマフカミキリ MeSOSa ( pc「tmeSOSa)

crtbrata BATES: 鹿児島県下, 対馬, 四国剣山,
岡山県下, 長野県伊那谷, 福島県桧枝岐, 北海道に
分布するだけで,  クロサワヒメコバネカミキリと同
様に産地がきわめて少ない種である。 鹿児島では佐
多岬でも得られているのに, 本州中央部では内陸盆
地から発見されているのはおもしろい。 佐多岬と対
馬の場合は幼虫はク,::,マツを食し, 本州中央部では
クルミ類を食していることに関係があるのかもしれ
ない。 九州方面と本州以北では亜種が分れるが, そ
の差は筆者には判らない。
ェ ゾ ナ ガ ヒケ' カ ミ キリ Jezohammus nubi luS

MATSUSHITA: 宮崎・ 熊本両県, 四国, 中国地方束
半部, 大阪府下, 北アルプス東範部, 南アルプス西
麓部, それに東北地方では福島県北部および会津地
方, 鳥海山, 十和田, さらに北海道西南部に分布す
る (図6 )。
この他に興味深い分布を示すものとしてカラフ ト
ヒケ'ナガカ ミキリ Mor1oc1la , gs  sai t M' il l s (GEB
LER) があったが,  この種は最近茨城県下より発見
され, 隣接するいわき市でも多産地が見つかって,
関束でも茨城県下に分布することは確実となった。
さて, イガブチヒゲハナカ ミキリからェゾナガヒ
ゲカミキリまでの7 種の分布を見ると, 奇妙なこと
に, そのいずれもが九州や四国など西南日本にも産
するが決して1暖地性の種ではない ( クロサワヒメコ
バネカミキリは1 亜種を?Ill美大島に産すると言うけ
れども) こと, だいたいにおいて東日本ないし東北
日本に行くとその分布が局地的となることがわかる
(束北地方では福島, 山形, 青森県以外での分布調
査はほとんどされていないことを念頭に置いても)。
この逆に, 日本では北海通方面に分布の中心がある
種のいくつかは東北地方から中部地方まで分布する
ものの, そのすべてが日光山塊ないし奥多庫で採集
されていることは, 西日本に分布の中心を持つであ
ろう種と比べれば好対照と言えよう。
こうした理由については, 現在まで明らかにされ
たことはない。そのため, ここで以下に1 つの提案
をしてみたく思う。
少なくとも, 第4 紀のウルム水期時代の関東地方
は現在よりもひどく寒冷であった。約1 万年前から
2 万8 千年前 (すなわちゥルム氷期時代) の江古田
層は, 花粉分析の結果によれば, 現在の気温と比べ
8 ~14℃ほど低かっただろうと推察されている。 こ
れは現在の南アルプスの植物相で言えば標高1500m
以上に当るという。 したがってカミキリにおいても,
その当時はかなり寒地性の種しか関束平野に分布で

第41 号 ( l978年4 月)
きなかったものと考えられる。
一方, 関束平野がこれほど気温の低下を据いたの
は, 単に世界的な水期によるせいだけとは思われな
い。黑沢良彦(1972)は小笠原諾島のタマムシ相を解
明するに当り, 氷河期においては古伊豆半島が八丈
島よりさらに南方の鳥島方面までつながった時期が
ある可能性の強さを指摘した。 さらに筆者は本会で
1976年に伊豆諾島のカミキリ相の成立要因を講演し
た時に, 古伊豆半島は三宅島までではなくて八丈島
や靑ヶ島を含む古八丈島とつながっていた時期があ
るとしか考えられない, として11'、沢博士の説を支持
した。 なおかつ, 古伊豆半島が八丈島以南に達して
いたのは, その規模から言ってもゥルム氷期の時代
にもあったことは間違いなかろう。
それが当っているとすれば, 当時の,In、潮の流れは
現在よりもはるか南方を通過することになり, 逆に
親潮は年間を通じて古伊豆半島に達することになる
から, 古伊豆半島の西と束とでは相当な気温差があ
ったはずである。江古田層が示すような関東平野の
気温の異常な低下は, このことにより理由づけられ
ると判断してよいだろう。 したがって, 古伊 半島

の西側までは到達できたカミキリでも, それを越え
ることができなかった極はかなりあったはずに違い
ない。 それどころか, 関束地方を迂回するように中
部地方から越後を経て東北方面に分布した種もあっ
たと考えられる。 すでにウルム氷期の時代には朝鮮
海峡は成立していたとされるため, 日本海の要日本
沿いに対馬海流が通過していたはずだから, 要日本
でも関東地方よりは更期は温暖だったものと推察で
きる。前述7 種のうちのいくつかはそのような分布
をしていたであろう。
ところが, 現在に向け温暖化するにつれて古伊豆
半島は分断され, 各島 を形成していく。そうなれ
ば果潮は現在のように三宅島あたりを通過し, 房総
沖に達するようになる。関東地方が' '激に温l暖化さ
れたのは当然である。
ここで注意しなくてはならないのは, その温暖化
が古伊一E半島以西とは連つて徐々 に生じたのではな
いことである。 現在の海深から判断すれば, 古八丈
島を含む古伊」i_半島はまず御蔵島南方, 続いて三宅
島と御蔵島の間で分断されたはずである。 それはと
りも直さず, 現在の黒潮の流れの中心の位置を示し
ている。 御蔵島周辺をいったん通過するようになれ
ば, 黒潮が大海流であることも加わって, 歴史的に
ごく短い期間で古伊豆半島の東方に大量に流れ込ん
だと予想される。 そのため親潮は北へと追い上げら
れ, その結果として関東地方は急激に温暖化に向っ
たと考えられる。 当然のことながら, これによって
関束平野一円に分布していた寒地性のカミキリは,
より高地ないし北方へと退いたか, あるいは急激な
温暖化にたえられずに滅んだかしたであろう。 すな
わちクラッシュ (崩壊現象) が生じたわけである。
その結果として, 関束平野はニツチェの面でも空
白状態に置かれ, 中部地方方面からの暖地性の種の
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進入に大なる機会を与えた。 ベ一ツヒラ タカ ミ キリ ,
ケブトハナカ ミキリ , ヨツスジトラカミキリ , フタ
オビミドリトラカミキリなどにとって, 東進は容易
なことであったはずである。 ところが意に反し, そ
れら暖地性の種の束進は思ったほどはかどらなかっ
た。 現在の分布がそれを物語っている。
一方, より温帶的な種の場合には, 関東への進入
はさらに難しかったものと考えなければならない。
世界的に温l暖化に向っていたために, ウルム氷期時
代には低地に分布していた種の中でよ り温暖な気候
に適応できなかったものは, 徐々 により北方ないし
ょり高地へと退かざるを得なかった。 伊豆半島より
西側に分布していた種も当然そのような状況に置か
れたことになる。
冒頭に述べたように, 地形上の理由から関束地方
へ進入するためには, 海流による漂着材を考えなけ
れば西と北からの2 方向しかなく , しかも温暖化に
向っているので北からの南下は, まずありえない。
そうなると西方向, つまり関束山地を越えなければ
関束に進入できない。 ところが, それが容易にはい
かない理[t1があった。

1 つには富士山の活発な火山活動である。 古富士
ないし富士山の噴火による火山灰が関東地方南部を
ウルム)i、期後期から末期にかけて厚く被ったことは
関東ロームの存在によって明らかである。 その影響
により丹沢, 箱根方面も植生が著しく破壊されたで
あろうことから, 温帯的なカミキリの東進には相当
な障害となったことは想像に難くない。伊豆天城山
に前述7 種のすべてが分布していない理由の l つと
して, この時の富士火山帯の活動の影響があったも
のと思われる。また, 前述したように暖地性ヵミキ
リの東進が意外なほどはかどらなかったことも, 明
らかに火山灰の影響と見なしてよいだろう。
もう l つには, 奥多摩から北へ続く関東山地が切
れることなく確氷峠へとつながっていることがある,
やはり, それが種の束進に陣害を多少とも与えてい
たことは否定できない。
なおかつ, 山地へと移動することは, 分布の縮少
化を意味する。すなわち分布の分断であり, 飛翔力
の弱いカミキリにとっては, 他地域への侵入は絶望
と言わねばならない。

ここで前述7 種の分布型を思い起したい。 7 種と
も西日本に広く分布し, 中部地方と東北地方におい
てはそれぞれの分布が局所的だったこと, および決
して暖地性の種ではなく, 多くが多少とも山地性で
あることに注目したい。 7 種が関東地方から未発見
なことと, ウルム氷期以降の関東における特殊な条
件とは, どうも無関係とは思われないのである。中
部地方と束北地方の両方に分布する寒地性の力ミキ
リのすべてが関東地方の日光山塊ないし奥多摩から
も採集されていることは,  もともとそれらが関東地
方にも分布しており, 温暖化に伴いより山地へと退
いた結果と判断してよいことも, 今まで述べてきた
ことの一面的な支持を与えるものであろう。

第41 号 (1978年4 月)
このよ うに, 中部と東北の両地方に分布している
にもかかわらず関束地方から記録のない種の存在の
理由として, 要日本分布型ないし周日本海要素, ま
たは関東におけるウルム氷期以降の地史的・ 気候的
要素にその原因を求めたが, 後者の場合にはそれだ
けでは説明のつかないものがあることを認めねばな
らない。
たとえば本州以南のタケウチホソハナカミキリは
中部地方以西の分布型に関してはともかく, それ以
北の産地がいわき市だけなことは, 前述の理由だけ
では説明がっかない。 これはやはり , いわき市にお
ける他のいくつかの西南日本型の食材性甲虫の分布
を考えれば, 黑潮の1 支流にその原因を求めたくな
るが, こうした分布型についての解釈は黒沢博士が
深く考えられていることでもあり, 同博士の発表を
お願いするべきだろう。
同様に, 北海道にも分布する種類については, 対
馬海流による漂着材の結果, あるいは樺太経由の寒
冷期における南下などの可能性を加味すれば, もう
少し納得のいく説明が得られるかもしれないが, 筆
者にはだいぶ重荷なので省略せざるを得ない。
なお, 前述7 種がもし関東地方から発見されると
すれば, その進入経路を考えれば西丹沢, 奥多摩,
確 峠周辺のいずれかからと推察される。
末尾ながら, 常日11良から分布的考察の指導を戴い
ている黒沢良彦博士, ならびにこの文をまとめるに
当り多大な資料の提供を戴いた露木繁雄, 藤田 宏

両氏に厚く感謝申しあげる。
(横浜市金沢区)
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0オオトラフコガネの交尾
1973年7 月1 日, 神奈川県箱根宮の下より早川に
沿って塔の沢に向う途中, ゆるい傾斜地の赤松の疎
林中に直径約50cm,  長さ4 mばかりの赤松の朽ち
た倒木を発見した。樹皮を剥してみると, 内部はか
なりの奥まで, ポロポロに腐朽しており, 赤褐色の
おがくず状で, 握りしめると水がにじみ出る位に湿
っていた。 これを分解してみると , オオトラフコガ
ネの成虫4 o 59 9 が現れたが, このうち2 組の
雌雄は交尾中であった。 幼虫や911は発見出来なかっ
たが, おがくず状の朽木中には幼虫の糞と思われる
ものが多く認められたので, 恐らく, これらの成虫
はこの朽木を食 として成長し, この中で羽化した

ものと推定される。 また, 交尾中の雌はやがて再び
この朽木に産卵するのではないかと考えられたので
綿密に探したが, 卵もついに発見できなかった。
オオトラフコガネは花上で交尾していることもあ
るが, 羽化場所と思える朽木の中でも交尾するらし
いことが, 上記の事実から推定できる。 幼虫の食べ
ていた朽木は赤松であったが, 適当に腐朽した朽木
であれば樹種はそれ程選ばないのではなかろうか。
なお, 当日の採集行の御案内を願った小田原の平
野幸彦氏に謝意を捧げる。

(東京都杉並区, 石田正明)
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0エゾクシヒゲヒラタコメツキについて
Orithales 属のコメツキ
ムシは, 世界でも旧北区に
わずかに知られているのみ
で, 生きた化石的な存在で
ある。 日本からは2 種の記
録があり, 北海道の阿寒Iii
から採集された標本にもと
づいて, 三輪博士が1934年
に新種の記載をされたOr i-
thales .yezoensis MIwA,
l 934エゾクシヒケ' ヒ ラ タ コ

メツキは図示されているの
でよく知られている。 原記
載には雌雄の識別はないが
図から判断すれば離個体で
ある。
本種は, 筆者らが知る範
囲では, 今日までに北海道
から再び得られた記録はな
いようであるが, 筆者の1 人である保田は, 大' ｼ '山
系の黒岳山頂において石の上に静止していた1 雄個
体(図) (13. vii i977) を見出したのでここに報告す
る。この種は,  ヨーロッパからシベリアにかけて広
く分布しているOn'thales serraffcorms (PAYKuLL,
1800) にきわめてよく類似しており, 筆者らは西シ
ベリア産の個体も検したが, 明確な差異は見出され
なかった。おそらく , 北海道のものは, 旧大陸のも
のと同種かせいせい亜極程度のものと患われる。 分
類学上の処理は, 別に大平によってされる。

(愛知教育大学, 大平仁夫・
北海道上川部, 保田信紀)

0対馬から未記録のハネカクシ7 種
対馬からのハネカクシ類は BERNu A uER (1922,

1936, l938), 江崎・ 堀・ 安松 (1938), 渡辺 (1974,
1975), 白水・ 宮田(1976), 渡辺・ 岸田(1976, l978)
等によって43種が記録されている。
今回, 私の標本中に同島からは未記録の7 種を見
い出すことができたのでここに報告する。この結果
50種のハネカクシが対馬から記録されたことになる。

1. Mtcropep s / υzls ' ape'fle s SHARP セス
ジチ ビハネカ クシ

l頭, 11.酸瀬, 29. iv. 1973,  平野幸彦採集; 3
頭, 木解山, 29. iv. 1973, 平野幸彦採集。

2. Eleusis coarctata SHARP オオウス , 'ハネ
カ ク シ

1頭, 大久保, 2. v. l973, 平野幸彦採集。
3. Osor ius  t aurus SHARP ツ ノ フ トッ ッ ハネ

カ ク シ .

1頭, 木解山, 29. iv. 1973, 平野幸彦採集; 1
頭, 有明山,  4. vni. 1977, 松田 潔採集。

4. Mode,t toωtstus SHARP ネァカ トガリハネ
カ ク シ

1頭, 木解山,  1 . v. 1973, 平野幸彦採集。
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5. Achenomorphus lithocharoides (SHARP)
クロニセ トガリ ハネカ クシ

l頭,  日見山, 1. v. 1973, 平野幸彦採集。
6.   Lathrobium pa11ipes SHARP  キアシナガハ
ネカクシ

1頭, 佐須案, 23. vi ii . 1975, 中島秀雄採集。
7. Phi1onthus cyanlpennis (FABRIC【us) ルリ
コガシラハネカクシ

l頭, 御嶽, 30. vii i977, 松田 潔採集。
末筆ながら, 貴重な標本を御恵与下された平野幸
彦, 松田 潔, 中島秀雄の諸氏に深く感謝申し上げ
る。 (東京都町田市, 柴田泰利)
0タマムシの占有行動
日本に産するタマムシ

類には陽光の下で占有行
動をする種類は全く知ら
れていない。 小型の種類
は太陽光の下で活発に飛
f ｨすることはよく知られ
ており, 大型の種類では
飛 はほぼ直線的でゆる
やかで, 飛翔中に上下左
右に動くことはほとんど
ない。 と こ ろが, 昨年
( l977) 7 月にフィリピン
のミンダナオ島東海岸に
あるビスリグ(Bislig) 付
近の森林中で観察した,
キイ ロカタ ビロタマムシ

Epide11usωa11acei phi-
z i,1e szs E. SAuNDERs, 1874 (写真) の行動は
私たちから見れば全くの常識破りのもので, 熱・將の
タマムシ採集の困難さを認識させるに十分であったc
このタマムシは熱帶にあっても行動開始が遲く ,
午前10時 からにわかに行動が活発になる。 直射日
光の照りつける林間の空地の高い構の先に陣取って
いて, 同種の雄が飛来すると, 直ちに追飛をし, 空
中で画者もつれ合って追い合い, 対手を追い払うと
また元の枝先かその近くの葉上にもどって静止するc
この行動を正午過ぎまで繰り返すが, その後は葉上

に静止することが多くなり, なかなか見つからなく
なる。 この様な占有行動は蝶や蠅などの昼間行動性
の 虫にはよく見られるが, 私は募聞にして, 甲虫
類の中にこの様な占有行動をする組類があるのを知
らない。
なお, 本種は生きている時には, 全面鮮黄色の粉
で密に覆われていて, 飛び出すと, その黄色が濃い
木ノ・ の緑に映えて美しく日立つ。 その飛び方も一見
虻か蜂に似ていて, はじめて見る時にはとてもタマ
ムシとは思えない。 本種に限らず, 熱帶のウバタマ
ムシ族のタマムシには, 体一面に鮮黄色の粉で覆わ
れる種類が多いが, これがその生活にどんな意義を
有するのか, まだはっきり判つていなぃ。

(東京部世田谷区, 黑沢良彦)



甲虫ニュース

0ヒラタクワガタ南大東島に産す
沖繩本島の通か400km余り東方に位置する大束諾
島は, 訪れる採集者も少なく, 今まで民虫類に関し
ては断片的な記録が残されているに過ぎない。 クワ
ガタムシ科の記録もまったく見あたらないが, 筆者
は水沢清行氏によって採集された南大東島産昆虫類
の中に本種を見出したので記録しておく。

19, 南大東島池ノ沢,  5. ix. 1967, 水沢清行
採集。
現在本邦に産する本種は5 亜種に分けられている
が, 南大東島産の個体は上記の如く 1 頭のみなの

で, 亜種の検討は将来 が採集されることを期待し
て, その時に譲りたい。 しかしながら本個体を見る
限りでは, 全体的に subsp.  Okinaωanus オキナ

ヮヒラタクワガタに酷似するものの, 一部に相違す
る点が認められたので指摘しておく。
クヮ力'タムシ類では, 特に9 の前肢; 節̂の型状が
種の識別点として有効な標徴になる場合があるが,
南大束島産の本個体は, 他のill種に較べ頭著に短く
かつ幅広いことが判明した。 あるいは個体変異とい
うことも考えられたので, 各亜種の多数の標本を検
したがこのような個体は見出せなかった。 また, 頭
部の点刻を比較検,i、l したところ, 本個体は他の亜種
に較べ点刻が大きく密度も組である点で明瞭に区別
できた。 前肢 節の型状, i , 全形と共に写真によつ

1

一

・・

一.

-'
-

第41 号 (1978年4 月)
て示したが, 左は南大東島産, 右は沖繩本島産で,
共に全長29mm, スケールは2 mmである。
末文ながら責重な標本の検討およびその結果の発
表を快く許された水沢清行氏に深甚の敬意を表する
とともに, 日頃より有益な御助言をl場 り, 研究のた
め日本各地の標本を検する機会を与えていただいた
東京農大昆虫学研究室の岡島秀治氏に深認する。

(東京農大, 境野広行)
0ツヤハダクヮガタの羽化期について
山形県下におけるッヤハダクワガタ CeruChuS

1ignanus LEWISの羽化期に関する知見は, 神海謙
二氏の「ツヤハダクワガタ山形県に産す」  (山形民
虫同好会々 誌Vol.5, No.1, 1975) があり , それによ
れば, 本種は通常, 春に羽化しているようであるが
筆者は昨年の秋に羽化して間もないと思われそのま
ま越冬していた本種を採集しているので報告する。

8 ( ｨ (短歯型7 ), 米沢市滑川温泉,
3 . xi i977, 草刈広一採集 ; 3 9 9 , 米沢市滑川
温泉, 6. xi i977, 神搾識二・ 草刈広一採集。
また, 幼虫も多数採集したが, 大きさがさまざまで
あったことからもわかるように, おそらく本極は春
に羽化するものと秋に羽化するものがあるのであろ
う。 なお, 吉川 賢氏, 斎藤広道氏らが宮城県桑沼
産の本種を飼育羽化させたことも間いているが, そ
れによれば, その多くが秋に羽化したということで
ある。 (山形県米沢市, 草刈広一)
0燈火に飛来したタマムシ
タマムシの趨光性については
高尾山におけるァオタマムシの
夜間採集例が記録されている
(藤田 宏, 1970, 本誌01) : 4 )
が, 一般に稀な事と思われる。
私は1976年1 月4 ~ 5 日, サ
イ パン島で夜間採集を試みた際,
寄泊したHafadai Beach Hotel
のコンク リート白壁に飛来した
大型美魔種ツマベニナンョウタ
マ ム シ Cy ogasfra a r l e

m' s c'1g efz THERY 2 を
採集した。  2 頭目は20~21時の
間に飛来したこ とが確められている。 いずれも壁に
静止しており, その点が藤田の記録と異つていた。

(浦和市, 衣笠恵士)
0キンイロジョウカイの山梨県からの記録
キンイロジョウカイ bem s epz'scopafz's は H.

v. KIEsENwETTER (1874, Ber l iner ent . Z. 18 :
269 - 270) により長ll奇を模式産地として記」成され,
その後中部日本以西に分布が広く知られているが,
東日本からの採集記録は見当らない。 しかし筆者等
は下記のごとく現時点では東限と思われる地域で本
種を採集したので記録しておく。

1頭, 山梨県塩山市裂石, 20. vi. 1977, 補採集
なお, 本個体は明方クリの花上から採集されたも
のである。 (東京農大, 小野:覧昭・ 補 嘉博)

6 -



C0LEOPTERISTS'  NEWS

0クロカナプンを伊豆新島で採る
クロカナブン /1om0or rJu,za o i l ta WATERHOU-

SE は,  無沢良彦氏が鹿児島県額島から記録された
が, その分布は主として, 本州・ 四国・ 九州の本島
だけに限られ, その付属島では佐波島から記録され
ているだけであるとのこ とである。

筆者は先年クルー ジングの途次立寄った伊豆諾島
新島で, 一夜, 黑根港埠頭付近から前浜沿い道路の
水銀灯を見回って, 若干の甲虫を採集したが, その
中で本極を1 頭得ているので記録しておく。

1 9, 伊豆諾島新島本村,  8. viii. 1975, 倉橋敏
一採集。
本種が水銀灯に誘引されていたとは考えにくく ,
おそらく偶然の産物であろう。 したがって本島にお
ける生息を確認するためには, さらに調査を要する
ものと思われる。
尚同時に得た他のコガネムシ科の甲虫は,  シロス
ジコカ'ネ, オオコフキコガネ, ヒメ コカ'ネ, チビサ
クラコガネ, ヤマトアオドウガネ, アカビロウドコ
ガネの既知6 種であった。

(東京都足立区, 橋敏一)
0台湾産テン トウムシダマシ2 種の記録
1. イナズマテントウムシダマシ Beccar iola fu1-

gurata (CHuJ0, 1938)
本種は台湾花 港, Yamatoで採集された1 頭の
個体を基に中条道夫博士が記破したもので, この他
には H . SAuTER によっ て M t. H00zan (宝山) か
ら採集された l -、, が知られているだけである。 筆者
は1975年南山漢にて本種を採集したので報告する。
体長4.4mm, 最大体幅3.3mmで模式標本よりいく
ぶん大きめである。

1 ・ , 南投県南山・ k ,26.  v .1975,  久保田正秀
採集。
2. トホシアシポソテントウムシダマシ AmPhiSte-

thus asterte (STRoHEcKER, 1951)
本種はDr. J. L. GREssITTが武界で採集した l
を基に記1成された。 この個体の他にはH. SAuTER
の採集した1 -) と白水隆博士の採集した1 9 の記録
(木内, 1965) がある。今回, 東京基ﾆ大の下村徹氏
の御好意により1  の標本を検することができた
で, 筆者の採集した1 -oと共に報告する。下村氏の
御好意に深謝したい。

1 9 , 南投県日月潭, 27. v. 1976,  下村徹採集
(体長9.8mm, 最大体幅
5.0mm) ; 1 a) , 高雄県
扇平, 5. vi. l976, 久保
田正秀採集(体長9.Om m,
最大体幅4.6m m)。
これらの個体を今ま
での報告と比較したと
ころ后部棘状突起の形
状及び体長に大きな個
体差がある他, 斑紋に
も僅かな差異が認めら

No. 14 (Apr. 1978)

れた。 しかし雌雄による外部形態の差異は少なく,
腹部末端節の形状に違いが見られる位である。 今回
検した 個体の111部練状突起は著しく短いが,  H・
SAuTERの採集した一o個体は「長い」 (H. F. STRo-
HEcKER,  1964)  ということで雌雄の差ではなく単
なる個体変異であろう。 雄交尾器に関しては今まで
図示されたことはないため, ここに図示しておく。

(東京理1一大, 久保田正秀)

帆足延夫さんを保んで

帆足さんが添の談話会に出席され, 我々 と元気
に談笑された13 日後に御亡くなりになったと間い
た時は正に晴天の蘭tiiで, 信じ様にも信じ難い気
持だった。 しかし, それが事実と知つた時には人
命のあまりのはかなさに, やり場のない怒りとも
悲しみともっかない気持で胸がっまった。
私が帆足さんにはじめて御目にかかったのはま
だ大学生時代のことで, 科学博物館で開催された
甲虫談話会に出席した折であった。 当時の帆足さ
んは南方航路の定期貨物船に乗り込まれていて,
インドから東南アジア, さらには南太平洋のオセ
ァニァ地域にまたがる各地への航海の機会を利用
されては多くの民虫類を採集して来られた。 これ
らの内の甲虫類は談話会の折に供覧されると同時
に, 興味深い多くの知見が披露された。当時は外
国への採集旅行など思いもかけない時代だったの
で, 派手な色彩や奇妙な形態をしたエキゾチック
な甲虫類は同好者にとっては正に延の出る様な代
物であった。 あまりに物欲し気な顔をしていたた
めか, それらの中からマレ一産 (Prai ) のハネカ
クシを l 頭私に恵与されたが, その標本は今でも
私の標本箱の中に大事に納められている。
この様な, 帆足さんの航海中の採集経験は後に
「南方航路の採集記 (新民虫, 1955,  8(5) : 25~

27)」, 「マレ一航路採虫記 ( I ) (同, 1958, 11Cl0l
: 14~17)」 および 「私の船日記から フ ィ リ ッ

ビン( ミンダナオ島)紀行 (同, 1959, 12 (5/6) :
16~l8)」 の三篇にまとめられたが,  この紀行文
に出てくる民虫類を実見している我々 にとっては
実に楽しい読物であった。
とかく貨物船の乗組員というと神経の図太い荒
々しい男性を想像するのが一般的の様に思われる
が, 帆足さんはそれとは全く対照的なダイブで,
常に柔和で実に良く気のつく方であった。談話会
の席に御集子がある時は決って帆足さんの顔が見
られたが, それは帆足さんが常に御東子持参で談
話会に出席され虫談の興趣を一段と盛り上げて下
さる細かな配1意の結果であった。 また, 帆足さん
は甲虫談話会創設以来の会員で, 会の発展のため
には多くの御力添えをいただいた。いま, その帆
足さんは逝つてしまわれた。 二度と再びあの柔和
な御顔に御目にかかれないと思うと寂しい限りで
ある。 会員一同とともに心からご 福を祈る。

(渡辺泰明)
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0デパヒラタムシの採集例
テバヒラタム シ P ros tomis

iatonS REITTERは, ヒラタムシ
科の中でも最も特異な形態をし
ており, 筆者のような素人でも
容易に識別出来る種類である。
分布は北隆館の大図鑑には北海
適, 本州, 四国 九州と記され
ているだけであり,  したがって
九州以南の記録はなく , あまり
採集されてもいないようなので
筆者の所蔵している標本を報告
しておく。

1頭, 屋久島大川林道, 23. vil. 1975, 桑原幸男
採集 ; l頭, 電美大島八津野,  2. vii i972, 筆者
採集 ; 1 頭 (写真参照), 石垣島オモト fit, 24. 111.
1973, 筆者採集。
本種は朽木の皮下や朽木中に発見されると記され
ているが, 筆者も朽木中から採集することが多い。

(和歌山県有田部, 的場 )
0奥多摩のチャイロヒメコプハナカミキリ
昨年 (1977) 8 月10日, 東京都西多摩郡奥多摩町

・ f ソウ ・' -

日原孫惣谷の標高約1, 000m付近の所で, シシウドの
花に来ていたチャイロヒメコブハナカミキリ Pseu-
dosfeυersta fa o m c a OHBAYAsHI 1 9 を採集した,
奥多康からの記録はまだないとのことなので記録し
ておく。 (国立科学博物館, 黑沢良彦)

-- <連絡・ 報告> =
◇昨年実施されま した談話会の演題及び演者は下記
の通りです。
第 l 回例会 : 昭和52年3 月27日, フィリピン採集
談一小宮義球(東京)。第2 回例会 : 昭和52年6 月12
日 ,  l . 台湾中部の注日すべきヵミキリムシについ
て一斎藤秀生, 下村 做 (束京農大) ; 2. 台湾のア
カコメツキムシ群について一鈴木 ll (東京農大)。
第3 回例会: 昭和52年9 月25日, 紀伊半島の歩行虫
について一須賀邦躍, 森田誠司(東京都)。第4 回例
会: 昭和52年12月18日, フィリピン採集談一黒沢良
彦 (科博)。
なお, 例会終了後, 有志により恒例の忘年会が
「鳥正」で行なわれたが, 馬場金太郎, 白畑孝太郎両
会員も速路はるばる参加され盛会P理に幕となった。

、j  昆虫の器具は「志賀昆虫」へ 1
日本ではじめてできた有頭 虫針! ! 1
1 , 2 , 3 , 4 , 5号 (各号200本160円) 1
なお, 無頭針00号もできました。その他, 採集・

1 標本整理用各種器具も取揃えてあります。 1
1  〒 l50 東京都渋谷区渋谷1 J一目7 - 6
1 電 話 (03) 409 -6401 (ムシは一ばん)
1  振 替 東京 21129

志賀昆虫普及社
、_ 、 , 黶 [一 ~

第41 号 (1978年4 月)
◇昭和52年度会計報告

一般会計収支決算報告

収 入 の 部 支 出 の 部

前年度繰越金 219, 849
会 費 266, 500

;? ツク「バー金 217,900
広 告 費 45, 000
預 金 利 子 3, 237
寄 附 金 32, 600

甲虫ニュース印
刷費No37~40329,380
通信・ 郵送費 76, 800
事務用品費 650
振替払込料金 50
次年度繰越金 378,206

合 計 785, 086 合 計 785, 086

特別出版物会計収支決算報告

収 入 の 部 支 出 の 部

前年度繰越金 369,441
甲虫目録第1 輯
売 上 金115,590
預 金 利 子 10,410

合 計 495, 441

甲虫目録第1 輯
印 刷 費173,000
次年度繰越金 322,441

合 計 495, 441

◇ 「日本産甲虫目録第2 輯」 について
先に出版されました 「日本産甲虫目録 第1 輯」
に引続いて第2 組tの印刷が終了致しました。内容は
下記の通りです。 分讓価格については会員割引を含
めて検討中ですので, 決定次第御知らせ致します。

No 8 .  ドロムシ科 (佐藤正孝) 1 頁 ; No 9 .
ヒメ ドロムシ科 (同) 6頁 ; No lO. ダェンマルト
ケ'ムシ科 (同) 1 頁 ; No i l.  コメツキムシ科 〔ク
シヒケ'コメツキ亜科, サビキコリ亜科, ウパタマコ
メツキ亜科〕 (大平仁夫) 7頁 ; No. 12.  ミジンキ
スイムシ科 (佐々治寛之) 1 頁 ; No. 13. ホソカタ
ムシ科 (同) 5頁 ; No. 14.  カクホソカタムシ科
(同) 2 頁。

甲虫談話会
会費 ( 1 力年) 1500円, 次号は6 月下旬発行了,定,

投稿メ' 切は5 月20日。
発行人 黒沢良彦
発行所 「fl虫談話会 東京部台東区上野公困

国立科学博物館動物研究部内

1- ター、ツーミの昆虫採集器具
一 一 - -

ドイツ型標本箱 木製大 ￥5,000, 桐合板製1
、 インロー型標本箱中 ￥1,400, 送料一箱につき都1
、 内及第一地特 : 3 個以下￥l , 400, 4 個以上￥850

、 -             “ , ・i1 (以下同様), 第2 地 -f;,￥1,400, ￥950, 第3 地 rtf
￥1,600, ￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作1( 財売してます。カタログを御請求下さい。 (￥140)1

タ ツ    ミ   製 作  所 i
〒 113  東京都文京区湯島 2-21-25

,電話 (03) 811-4547, 振替6- 113479

- 8 -


